
●
は
じ
め
に

　

労
働
市
場
を
通
じ
た
農
工
連
関
の
核

を
な
す
の
が
労
働
力
移
動
で
あ
る
。
パ

ン
ジ
ャ
ー
ブ
は
農
業
・
非
農
業
と
も
州

外
か
ら
の
移
動
労
働
者
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
規
模

は
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
の
男
子
労
働
力
の
出
身
地
別

構
成
を
試
算
し
て
、
州
外
か
ら
の
移
動

労
働
力
の
規
模
を
探
っ
て
み
よ
う
。
こ

こ
で
男
子
労
働
力
に
焦
点
を
当
て
る
の

は
一
般
的
に
北
イ
ン
ド
で
は
女
性
の
労

働
参
加
が
低
い
か
ら
で
あ
る
。
人
口
セ

ン
サ
ス
と
全
国
標
本
調
査
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）

人
口
移
動
調
査
結
果
（
二
〇
〇
七
〜
〇

八
年
）
を
も
と
に
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
県

都
市
部
の
出
身
地
別
男
子
労
働
者
数
を

推
計
す
る
と
、
地
元
労
働
者
三
三
万
八

〇
〇
〇
人
、
近
隣
農
村
か
ら
の
通
勤
九

万
二
〇
〇
〇
人
、
州
内
移
動
二
万
九
〇

〇
〇
人
に
対
し
て
、
州
間
移
動
は
三
〇

万
四
〇
〇
〇
人
と
な
る
。
じ
つ
に
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
男
子
労
働
力
の
四

五
％
は
州
外
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
で

あ
る
。
さ
ら
に
他
州
か
ら
の
短
期
移
動

労
働
者
が
二
七
万
六
〇
〇
〇
人
と
推
計

さ
れ
る
。
つ
ま
り
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の

産
業
は
そ
の
大
半
を
出
稼
ぎ
労
働
者
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

も
移
動
労
働
者
の
出
身
地
を
み
る
と
、

ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
（
以
下
、

Ｕ
Ｐ
州
と
略
記
）
と
ビ
ハ
ー
ル
州
が
そ

の
大
半
を
占
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
を
核

と
す
る
労
働
市
場
を
経
由
す
る
農
工
連

関
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
と
遠
く
離
れ
た
Ｕ
Ｐ
州
や
ビ
ハ
ー

ル
州
の
農
村
と
の
連
関
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
我
々
の
い
ま
ひ
と
つ
の

調
査
地
、
タ
ミ
ー
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の

テ
ィ
ル
プ
ル
と
大
き
く
異
な
る
特
徴
で

あ
る
。
テ
ィ
ル
プ
ル
で
は
周
辺
農
村
か

ら
の
通
勤
と
近
隣
諸
県
か
ら
の
移
住
労

働
者
が
大
多
数
を
占
め
る
。
こ
の
違
い

の
背
景
に
は
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
農
村
社
会

の
特
異
性
が
あ
ろ
う
。
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

農
村
社
会
の
カ
ー
ス
ト
構
成
は
、
大
別

し
て
農
地
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
ス
ィ

ク
教
徒
の
ジ
ャ
ッ
ト
、
土
地
な
し
の
労

働
世
帯
の
指
定
カ
ー
ス
ト
と
職
人
・

サ
ー
ヴ
ィ
ス
カ
ー
ス
ト
か
ら
な
る
。
農

業
部
門
か
ら
非
農
業
部
門
に
転
職
・
就

業
す
る
と
き
、
ジ
ャ
ッ
ト
・
ス
ィ
ク
は

工
場
労
働
者
を
社
会
的
地
位
が
低
い
と

み
な
し
、
公
務
や
商
業
・
運
輸
業
な
ど

の
自
営
業
を
選
好
す
る
。
土
地
な
し
農

村
労
働
世
帯
は
建
設
業
や
サ
ー
ヴ
ィ
ス

業
の
労
務
に
従
事
す
る
が
、
工
場
労
働

者
は
少
な
い
。こ
の
た
め
、ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
の
産
業
発
展
は
州
外
か
ら
の
出
稼

ぎ
労
働
者
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
構
造
に
あ
る
。

　

以
下
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
で
実
施
し

た
出
稼
ぎ
労
働
者
調
査
結
果
の
概
要
を

示
し
、
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
労
働
市
場

を
経
由
す
る
農
工
連
関
の
意
義
を
考
え

て
み
よ
う
。
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
出
稼
ぎ

労
働
者
調
査
は
二
〇
一
二
年
五
〜
六
月

に
、
工
場
地
帯
・
そ
の
周
辺
の
労
働
者

コ
ロ
ニ
ー
を
調
査
地
と
し
て
選
定
し
、

居
住
す
る
出
稼
ぎ
労
働
者
の
う
ち
、
工

場
労
働
者
に
限
定
し
て
標
本
を
抽
出

し
、
調
査
票
を
用
い
た
面
接
調
査
を
実

施
し
た
。標
本
数
は
四
六
九
人
で
あ
る
。

●�

出
稼
ぎ
労
働
者
の
属
性
と
移
動

パ
タ
ー
ン

　

出
稼
ぎ
労
働
者
四
六
九
人
中
、
九

五
％
が
ビ
ハ
ー
ル
州
と
Ｕ
Ｐ
州
出
身
で

あ
る
。
こ
の
両
州
は
、
二
〇
一
一
〜
一

二
年
の
一
人
当
た
り
州
民
所
得
（
Ｎ
Ｓ

Ｄ
Ｐ
）
が
ビ
ハ
ー
ル
州
は
二
万
三
四
〇

〇
ル
ピ
ー
、
Ｕ
Ｐ
州
は
三
万
一
〇
〇
ル

ピ
ー
（
全
国
平
均
は
六
万
六
〇
〇
ル

ピ
ー
）、
農
村
貧
困
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五

五
・
三
％
、
三
九
・
四
％
（
全
国
三
三
・

八
％
）
と
、
イ
ン
ド
の
最
貧
困
州
で
、

古
く
か
ら
大
量
の
州
間
移
動
労
働
者
を

送
り
出
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
前
述

労働者コロニーでの聞き取り調査風景

宇
佐
美
好
文

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
市
に

お
け
る
出
稼
ぎ
工
場
労
働
者

インドにおける
農工連関

特 集
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の
よ
う
に
、
製
造
業
労
働
者
に
占
め
る

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
内
移
動
お
よ
び
近
隣

諸
州
か
ら
の
移
動
が
非
常
に
少
な
い
。

現
地
で
の
聞
取
り
に
よ
る
と
、
商
業
や

運
輸
業
、
家
事
サ
ー
ヴ
ィ
ス
な
ど
他
の

産
業
部
門
で
は
州
内
や
近
隣
諸
州
か
ら

の
移
動
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
へ
の
移
動
年
を
み

る
と
、
一
九
八
〇
年
代
が
一
四
％
、
一

九
九
〇
年
代
が
二
五
％
、
二
〇
〇
一
〜

〇
五
年
が
二
〇
％
、
二
〇
〇
六
〜
一
〇

年
が
三
一
％
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一

一
〜
一
二
年
に
移
動
し
た
も
の
が
三
七

人
を
数
え
る
。
古
い
移
動
者
に
は
帰
郷

し
た
り
、
他
へ
移
動
し
た
も
の
が
い
る

と
想
定
さ
れ
る
の
で
単
純
に
は
比
較
で

き
な
い
が
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
産
業

発
展
が
加
速
し
た
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
移
動
者
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
工

場
経
営
者
へ
の
聞
き
取
り
や
新
聞
報
道

に
よ
る
と
、
近
年
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
（
農

村
部
・
都
市
部
を
含
め
て
）
へ
の
労
働

移
動
が
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

が
、
我
々
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
そ
れ

を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

出
稼
ぎ
労
働
者
の
性
別
年
齢
階
層
別

構
成
を
み
る
と
、
男
性
が
圧
倒
的
に
多

く
九
三
％
を
占
め
る
。
こ
れ
は
テ
ィ
ル

プ
ル
調
査
結
果
と
の
相
違
点
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
一
般
的
に
北
イ
ン
ド
で
は
女

性
の
労
働
参
加
が
低
い
こ
と
は
良
く
知

ら
れ
て
い
る
。
家
庭
内
の
内
職
で

シ
ョ
ー
ル
の
端
糸
処
理
の
作
業
を
し
て

い
る
女
性
が
い
た
が
、
こ
れ
も
一
般
的

で
は
な
か
っ
た
。
年
齢
構
成
は
一
五
歳

か
ら
五
五
歳
に
分
布
す
る
が
、
比
較
的

年
齢
階
層
が
高
い
の
は
古
く
か
ら
の
移

動
労
働
者
で
あ
ろ
う
。
若
年
層
は
未
婚

が
多
い
が
、
二
五
歳
を
超
え
る
と
ほ
と

ん
ど
が
既
婚
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

家
族
と
同
居
す
る
の
は
一
一
％
に
す
ぎ

ず
、
圧
倒
的
多
数（
六
二
％
）は
労
働
者

ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
知
人
・
同
郷
者
な

ど
と
共
同
で
借
家
し
て
共
同
生
活
す
る

単
身
世
帯
で
あ
る
。
一
部
の
家
族
員
と

同
居
し
、
他
の
家
族
員
が
故
郷
に
残
る

と
い
う
タ
イ
プ
も
二
六
％
を
占
め
た
。

家
族
を
呼
び
寄
せ
て
居
を
構
え
る
と
い

う
労
働
力
移
動
を
「
定
住
型
」
と
呼
ぶ

と
す
れ
ば
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
出
稼

ぎ
工
場
労
働
者
に
は
こ
の
タ
イ
プ
は
少

な
く
、
家
族
を
故
郷
に
残
す
「
単
身
移

動
」が
主
要
な
タ
イ
プ
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
の
タ
イ
プ
の
労
働
力
移
動
は
生
活
の

拠
点
を
故
郷
の
村
に
残
し
て
い
る
。

　

出
稼
ぎ
労
働
者
の
学
歴
は
低
い
。
近

年
の
教
育
水
準
の
向
上
を
反
映
し
て
、

前
期
高
等
学
校
（
一
〇
年
）
卒
が
四

〇
％
、
後
期
高
等
学
校
（
一
二
年
）
卒

が
一
三
％
で
あ
る
が
、「
学
校
教
育
な

し
」（
一
二
％
）
を
含
め
て
「
小
学
校

卒
業
ま
で
」
が
約
三
割
を
占
め
る
。
Ｎ

Ｓ
Ｓ
人
口
移
動
調
査
結
果
に
よ
る
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
都
市
部
へ
の
州
間
移
動
者
の

学
歴
（
無
学
二
四
％
、
小
学
校
卒
三

四
％
）と
比
較
す
る
と
か
な
り
高
い
が
、

南
イ
ン
ド
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の
移

動
労
働
者
（
無
学
三
％
、
小
学
校
卒
一

五
％
）
よ
り
は
か
な
り
低
い
。
高
等
教

育
を
受
け
た
の
は
わ
ず
か
四
％
に
過
ぎ

な
い
。
こ
れ
は
高
等
教
育
を
受
け
た
若

者
の
移
動
パ
タ
ー
ン
が
異
な
り
、
我
々

の
標
本
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
技
術
教
育
を
受
け
て

い
る
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
が
職

場
で
必
要
な
技
術
を
習
得
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
ア
パ
レ
ル

や
鉄
鋼
・
機
械
な
ど
製
造
業
は
必
ず
し

も
高
学
歴
の
技
術
者
を
必
要
と
は
し
て

お
ら
ず
、
逆
に
低
学
歴
・
低
賃
金
の
労

働
力
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆

す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
無
学
や
低

学
歴
の
出
稼
ぎ
労
働
者
に
と
っ
て
、
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
、
ひ
い
て
は
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
は
職
探
し
を
し
や
す
い
環
境

に
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
が
Ｕ
Ｐ
州
や

ビ
ハ
ー
ル
州
な
ど
貧
困
州
か
ら
の
出
稼

ぎ
労
働
者
が
大
挙
し
て
移
動
し
て
く
る

理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

　

出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ

教
徒
が
圧
倒
的
多
数
（
九
三
％
）
を
占

め
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｓ
人
口
移
動
調
査
結
果
に

よ
る
と
Ｕ
Ｐ
州
と
ビ
ハ
ー
ル
州
か
ら
の

州
間
移
動
労
働
者
に
占
め
る
ム
ス
リ
ム

の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
一
三
％
、
二
一
％

で
あ
っ
た
が
、
我
々
の
調
査
結
果
で
は

ム
ス
リ
ム
は
六
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
は
ス
ィ
ク
教
徒
が
多
数
を
占
め

る
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
の
歴
史
的
・
社
会

的
条
件
が
背
景
と
な
っ
て
い
よ
う
。

　

カ
ー
ス
ト
構
成
は
「
他
後
進
カ
ー
ス

ト
（
Ｏ
Ｂ
Ｃ
）」
が
最
も
多
く
五
二
％

を
占
め
、
次
い
で
そ
の
他
の
中
上
層

カ
ー
ス
ト
が
三
〇
％
を
占
め
る
。
指
定

カ
ー
ス
ト
（
Ｓ
Ｃ
）
が
一
四
％
と
か
な

り
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

次
に
、
出
身
母
村
に
お
け
る
土
地
所

有
状
況
を
み
る
と
、
本
人
が
所
有
す
る

場
合
と
そ
の
親
が
所
有
す
る
場
合
を
含

め
て
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
七
八
％
は
土

地
所
有
者
で
あ
る
。
零
細
規
模
が
多
い

が
、
中
・
大
規
模
土
地
所
有
層
も
含
ま

れ
る
。
指
定
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
が

少
な
く
、
土
地
持
ち
が
多
い
と
い
う
事

実
か
ら
判
断
し
て
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー

の
出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
の
多
く
は
出
身

農
村
に
お
け
る
最
貧
層
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
移
動
の
資
金
不
足
や
移
動

に
と
も
な
う
リ
ス
ク
負
担
能
力
の
欠
如

か
ら
最
貧
層
の
移
動
は
相
対
的
に
少
な

い
と
い
わ
れ
る
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
第
六
四
次

調
査
（
人
口
移
動
調
査
）
結
果
に
よ
る

女性の労働参加は低いが、内職するケース。
子供が手伝う
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と
、
指
定
カ
ー
ス
ト
・
部
族
や
土
地
な

し
層
に
は
建
設
業
、運
輸
業
、サ
ー
ヴ
ィ

ス
業
な
ど
の
労
務
に
従
事
す
る
短
期
移

動
が
多
い
。
最
貧
層
に
は
長
期
の
工
場

労
働
者
と
し
て
の
移
動
は
相
対
的
に
少

な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
へ
の
移
動
プ
ロ
セ

ス
を
み
る
と
、
出
身
地
か
ら
直
接
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
に
移
動
し
た
も
の
が
六

一
％
、
出
身
母
村
を
離
れ
て
、
一
定
期

間
他
の
地
で
就
業
し
、
そ
の
後
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
に
移
動
し
て
き
た
ス
テ
ッ
プ

移
動
は
三
九
％
を
占
め
る
。
デ
リ
ー
が

主
要
な
前
住
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

Ｕ
Ｐ
州
や
ビ
ハ
ー
ル
州
か
ら
の
出
稼
ぎ

労
働
者
に
は
少
し
で
も
賃
金
水
準
や
労

働
条
件
の
良
い
職
場
を
求
め
て
転
々
と

す
る
タ
イ
プ
と
、
当
初
か
ら
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
を
目
指
し
て
移
動
す
る
タ
イ

プ
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
親
類
縁

者
・
同
郷
者
・
知
人
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
で
の
就

職
可
能
性
に
つ
い
て
の
情
報
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
移
動
先
の

決
定
、
就
職
に
お
い
て
有
効
に
機
能
し

て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
は
短
期
の
季
節

出
稼
ぎ
で
は
な
い
。
年
間
九
〜
一
〇
カ

月
間
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
で
働
き
、
一
〜

三
カ
月
は
出
身
母
村
に
帰
郷
す
る
と
い

う
の
が
一
般
的
で
、
定
期
的
に
移
動
先

と
故
郷
を
循
環
す
る
タ
イ
プ
が
支
配
的

で
あ
る
。
出
稼
ぎ
労
働
者
の
父
親
世
代

の
労
働
力
移
動
も
高
い
。
父
親
の
四

五
％
が
出
稼
ぎ
労
働
者
で
あ
っ
た
。

●
就
業
状
態
と
雇
用
条
件

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
は
繊
維
衣
料
お
よ
び
そ

の
関
連
産
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
鉄
鋼
、
自
転
車
、
自

動
車
部
品
製
造
で
も
有
名
で
あ
る
。
こ

の
産
業
構
造
を
反
映
し
て
、
出
稼
ぎ
工

場
労
働
者
の
部
門
別
就
業
構
成
は
繊
維

衣
料
製
造
が
四
二
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
自
動
車
部
品
（
二
二
％
）、
鉄
鋼

機
械
（
一
八
％
）、
自
転
車
製
造（
一

二
％
）で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
全
就
業
者
の
産
業
別

構
成
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

　

職
種
は
、
圧
倒
的
多
数
（
八
六
％
）

は
工
場
で
働
く
生
産
労
働
者
で
あ
る
。

そ
の
他
に
監
督
（
四
％
）
と
労
働
者
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
二
％
）
が
含
ま
れ
る
。

　

就
職
方
法
は
大
多
数
が
直
接
雇
用
で

あ
る
。
工
場
の
欠
員
募
集
広
告
を
見
た

り
、
知
人
、
職
場
の
同
僚
か
ら
情
報
を

得
て
、
直
接
応
募
し
た
と
い
う
。
企
業

の
受
注
変
動
へ
の
対
応（
労
働
者
解
雇
）

の
容
易
さ
や
製
造
工
程
の
リ
ス
ク
負
担

回
避
な
ど
か
ら
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
を

使
う
経
営
者
が
多
い
と
予
想
し
て
い
た

が
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
の
は
六
三
人
（
一
四
％
）
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
鉄
鋼
業
で
二
七
％
と
や
や

高
か
っ
た
。

　

経
営
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
労
務

管
理
の
ひ
と
つ
に
、
生
産
性
と
品
質
管

理
を
い
か
に
高
め
る
か
、
そ
の
た
め
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
と
品
質
検
査
シ
ス
テ

ム
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
あ
る
。
賃

金
の
算
定
方
式
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

工
場
の
生
産
労
働
者
の
二
三
％
は
出
来

高
給
、七
七
％
は
時
間
給
で
あ
る
。コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
は
逆
に
出
来
高
給
が
多
い

（
七
三
％
）が
、
監
督
は
す
べ
て
時
間
給

で
あ
る
。
ア
パ
レ
ル
工
場
で
出
来
高
給

の
割
合
が
三
六
％
と
相
対
的
に
高
い
。

　

出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
の
平
均
賃
労
働

所
得
を
推
計
す
る
と
六
八
〇
一
ル
ピ
ー

で
あ
る
。
産
業
部
門
別
に
は
あ
ま
り
大

き
な
差
は
な
く
、
機
械
・
部
品
製
造
が

七
七
五
六
ル
ピ
ー
、
ア
パ
レ
ル
工
場
で

は
六
九
三
四
ル
ピ
ー
で
あ
る
。
工
場
労

働
者
の
多
く
が
八
時
間
労
働
で
は
な

く
、
一
二
時
間
労
働
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
こ
の
賃
労
働
所
得
は
パ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
の
半
熟
練
労
働
者
法
定
最
低

賃
金
率（
四
九
一
〇
ル
ピ
ー
／
八
時
間
）

と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

言
い
換
え
る
と
出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
は

法
定
最
低
賃
金
率
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
低
賃

金
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

賃
労
働
所
得
は
職
種
間
で
か
な
り
の

差
が
あ
り
、
生
産
労
働
者
の
平
均
は
六

四
〇
六
ル
ピ
ー
で
あ
る
が
、
監
督
は
一

万
五
〇
二
ル
ピ
ー
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

は
最
も
高
く
一
万
七
八
九
六
ル
ピ
ー
で

あ
っ
た
。

　

教
育
水
準
別
賃
労
働
所
得
は
無
学
五

四
二
七
ル
ピ
ー
か
ら
教
育
水
準
の
上
昇

に
と
も
な
っ
て
平
均
賃
労
働
所
得
が
上

昇
し
、
大
卒
で
は
七
五
五
三
ル
ピ
ー
と

な
る
。
一
見
、
教
育
水
準
と
賃
労
働
所

得
の
間
に
正
の
相
関
が
あ
り
、
教
育
投

資
が
収
益
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え

る
が
、
こ
れ
は
職
種
の
違
い
の
反
映
で

あ
る
。

●
故
郷
と
の
紐
帯

　

出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
の
多
く
は
家
族

（
妻
子
や
親
）
を
出
身
母
村
に
残
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
帰
郷
の
度
合
い
、
送

金
、
配
給
カ
ー
ド
／
選
挙
人
名
簿
の
発

行
場
所
を
手
掛
か
り
に
、
故
郷
と
の
紐

帯
の
強
さ
を
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
に
よ

り
移
動
が
定
住
型
な
の
か
、
い
ず
れ
は

故
郷
に
戻
る
非
定
住
型
か
を
判
断
で
き

る
。
一
年
当
た
り
の
帰
郷
回
数
を
み
る

と
、一
回
（
三
八
％
）、二
回
（
三
九
％
）

が
大
多
数
を
占
め
る
。
過
去
二
年
間
に

一
回
の
み
四
％
、
一
回
も
帰
郷
し
て
い

な
い
の
が
六
％
で
あ
る
。
三
回
以
上
は

一
二
％
、
帰
郷
し
た
時
の
滞
在
期
間
は

一
〇
日
か
ら
七
四
日
と
非
常
に
多
様
で

あ
る
が
、
一
〜
一
・
五
カ
月
が
最
も
多

い
（
三
四
％
）。
こ
れ
は
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
で
の
仕
事
の
有
無
、
故
郷
で
の
社

会
的
活
動
や
就
業
な
ど
に
依
存
す
る
。

帰
郷
時
期
や
滞
在
期
間
は
必
ず
し
も
農
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作
業
歴
と
は
関
連
し
て
い
な
い
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。

　

大
多
数
の
移
動
労
働
者
は
故
郷
に
送

金
を
す
る
。
送
金
な
し
と
回
答
し
た
の

は
一
五
・
八
％
に
過
ぎ
な
い
。
定
期
的

に
送
金
し
て
い
る
三
七
〇
人
の
平
均
送

金
額
は
二
万
三
三
〇
〇
ル
ピ
ー
で
あ

る
。
平
均
賃
労
働
所
得
は
六
万
六
三
三

二
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
の
で
、
お
よ
そ
三

分
の
一
を
故
郷
に
送
金
し
て
い
る
と
い

う
の
が
平
均
的
な
姿
で
あ
る
。
た
だ
し

様
々
な
要
因
が
錯
綜
し
て
い
る
の
で
、

送
金
額
に
は
非
常
に
大
き
な
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。

　

送
金
あ
り
出
稼
ぎ
労
働
者
三
九
五
人

の
う
ち
、
五
七
％
は
銀
行
、
一
四
％
は

郵
便
局
を
使
っ
て
の
送
金
で
あ
る
が
、

一
部
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
送
金
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
り
、
帰
郷
時
に
持

参
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
の
う
ち
、
ル

デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
で
発
行
さ
れ
た
配
給

カ
ー
ド
を
持
つ
者
は
一
〇
％
で
、
六

一
％
は
故
郷
の
村
に
あ
る
と
い
う
（
二

九
％
は
配
給
カ
ー
ド
な
し
）。
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
の
選
挙
人
証
明
書
を
持
つ
も

の
は
四
九
人
、
故
郷
の
村
の
選
挙
人
証

明
書
を
持
つ
者
は
二
六
八
人
で
あ
っ
た

（
一
四
九
人
は
選
挙
人
証
明
書
な
し
）。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
出
稼
ぎ
労
働
者
は

稼
得
の
た
め
に
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
で
居

住
し
て
い
る
が
、
家
族
の
生
活
の
拠
点

が
出
身
母
村
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

以
上
、
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー
の
出
稼
ぎ

工
場
労
働
者
の
実
態
を
概
観
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
何
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

出
稼
ぎ
工
場
労

働
者
の
ほ
と
ん
ど
は
イ
ン
ド
の
最
貧
困

州
、
Ｕ
Ｐ
州
と
ビ
ハ
ー
ル
州
の
農
村
出

身
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
農
村
か
ら
の
出

稼
ぎ
労
働
者
の
多
く
は
短
期
的
な
季
節

出
稼
ぎ
で
は
な
い
。
ル
デ
ィ
ア
ー
ナ
ー

で
年
間
一
〇
カ
月
ほ
ど
就
業
し
、
一
〜

二
カ
月
間
故
郷
に
戻
る
と
い
う
循
環
型

で
は
あ
る
が
、
長
期
に
わ
た
る
労
働
力

移
動
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ル
デ
ィ

ア
ー
ナ
ー
で
居
を
構
え
て
家
族
を
呼
び

寄
せ
て
生
活
す
る
「
定
住
型
」
で
は
な

い
。
家
族
の
生
活
の
場
を
故
郷
の
農
村

に
残
し
て
い
る
。
出
稼
ぎ
者
本
人
も
帰

郷
し
た
際
に
は
社
会
的
活
動
や
農
作
業

に
従
事
す
る
な
ど
、
か
な
り
長
期
に
滞

在
す
る
。
つ
ま
り
Ｕ
Ｐ
州
や
ビ
ハ
ー
ル

州
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は
「
非
定
住

型
」
な
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
の
多
く
は
臨
時
雇
い
で
は
な

く
、
常
雇
い
の
賃
労
働
者
で
あ
る
。
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
の

は
少
数
で
、
多
く
は
雇
用
主
に
よ
る
直

接
的
雇
用
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
安

定
的
な
恒
常
的
勤
務
と
は
言
い
難
い
。

雇
用
者
に
対
す
る
福
利
厚
生
は
皆
無
で

あ
る
。
需
要
の
多
寡
に
よ
り
い
つ
で
も

職
を
失
う
危
険
性
を
抱
え
て
い

る
。
賃
労
働
所
得
は
法
定
最
低

賃
金
水
準
で
非
常
に
低
い
。
収

入
を
増
や
す
た
め
に
、
超
過
勤

務
が
ご
く
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
。

　

居
住
環
境
は
劣
悪
だ
が
、
故

郷
の
農
村
よ
り
も
ま
だ
ま
し
か

も
し
れ
な
い
。
労
働
者
コ
ロ

ニ
ー
の
ア
パ
ー
ト
に
は
共
同
の

水
道
あ
る
い
は
井
戸
が
あ
り
、

共
同
ト
イ
レ
が
あ
る
。
そ
の
一

部
屋
を
数
人
が
シ
ェ
ア
す
る
。

部
屋
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
神
の

絵
が
飾
ら
れ
、テ
レ
ビ
が
あ
り
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
が
あ
る
、
し
か
し

な
が
ら
、
異
郷
の
地
で
の
社
会
不
安
は

ア
パ
ー
ト
の
狭
い
出
入
り
口
の
鉄
製
の

ド
ア
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。
母
語

と
は
異
な
る
言
語
で
の
子
供
の
教
育
も

懸
念
材
料
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
母
村
に
は
住
む
家
が
あ
り
、

幾
ば
く
か
の
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
か

ら
、
い
つ
で
も
戻
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
の
安
心
感
が
あ
ろ
う
。
出
稼
ぎ
労
働

者
の
家
計
と
故
郷
の
被
扶
養
者
の
家
計

の
二
つ
の
家
計
を
維
持
す
る
こ
と
は
非

経
済
的
で
は
あ
る
が
、
家
族
の
生
計
維

持
策
と
し
て
の
リ
ス
ク
回
避
の
方
策
と

し
て
合
理
性
を
持
つ
の
で
あ
る
。
労
働

市
場
を
経
由
す
る
農
工
連
関
は
、
換
言

す
れ
ば
農
業
労
働
力
か
ら
工
業
労
働
力

へ
の
移
行
で
あ
る
が
、
ル
デ
ィ
ア
ー

ナ
ー
の
出
稼
ぎ
工
場
労
働
者
の
実
態
か

ら
は
、
そ
の
移
行
は
必
ず
し
も
ス
ム
ー

ズ
で
は
な
く
、
過
渡
的
な
状
態
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
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労働者の住居、3m×3m程度の部屋に数人が居住する。
カーテンがかかっている部屋は家族連れ。屋上にトイレ。
テレビのアンテナがある
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